
科目区分：共通基礎科目 
授業科目名  教 養 特 別 講 義 学期 曜 日 校時 

英  語  名  Special lecture for freshman 

担当教官名 
新 庄 文 明 

近 藤   寛 

関 根 一 郎 

単位数 2単位 必修 
選択 必 修 

前期 金曜日 ２校時 

授  業  の  ね  ら  い  ・  内  容  ・  方  法 
学長、副学長及び名誉教授による特別講演により、ものの見方・考え方の多様性、課題探求・学問の面白さを
知るとともに、「長崎」、「平和」及び「福祉・ボランティア」の講義により、学生生活の場である長崎を理解し、
平和について学び、幸福、福祉とは何かを考え、ボランティア精神を養うことにより、学生諸君が探究心と豊か
な心を持ち、平和を支え、社会に貢献する人材となることを期待する。 
 

テ  キ  ス  ト  、  教  材  等 

長崎 :地図、図表などの資料や簡単な作図などの教材を配布する。 
平和 :とくになし。 
福祉・ボランティア :「いのち、響きあって～病気や障害は来た道、行く道」五島真理為（解放出版社￥1600）

対  象  学  生 成  績  評  価  の  方  法 教  官  研  究  室 

 
M15・T21Ａ 

 
レポートの内容と出席を考慮して評価する  

授    業    計    画 

授業計画 
第１回 4月16日 特別講演Ⅰ 齋藤  寛（学長） 
第２回 4月23日 福祉・ボランティア 新庄 文明（医歯薬） 
第３回 4月30日 福祉・ボランティア 新庄 文明（医歯薬） 
第４回 5月 7日 福祉・ボランティア 新庄 文明（医歯薬） 
第５回 5月14日 特別講演Ⅱ 岩堀 修明（名誉教授） 
第６回 5月21日 特別講演Ⅲ 高倉  直（名誉教授） 
第７回 5月28日 平和 関根 一郎（医歯薬） 
第８回 6月 4日 平和 関根 一郎（医歯薬） 
第９回 6月11日 平和 関根 一郎（医歯薬） 
第10回 6月18日 特別講演Ⅳ 水田 善次郎（名誉教授） 
第11回 6月25日 特別講演Ⅴ 加藤 伊八（名誉教授） 
第12回 7月 2日 長崎 近藤  寛（教育） 
第13回 7月 9日 長崎 近藤  寛（教育） 
第14回 7月16日 長崎 近藤  寛（教育） 
第15回 7月23日 特別講演Ⅵ 片峰  茂（副学長） 

 
授業内容 
 
長崎 

長崎県には４億年前の岩石から雲仙岳の噴火による溶岩の流出など、長い間に多様な地質が形成され

ている。それらの地質は長崎変成岩（西彼杵変成岩類）、新生代には伊王島層群から野島層群などの堆

積岩類や松浦玄武岩類、有田流紋岩類、長崎火山岩類などの火山岩がある。これらを説明する。 

長崎県の地質に関係して石炭、採石などの建設用石材、陶石などが利用されてきた。これらの資源に
ついて考える。また、長崎県の化石、鉱物などについて説明する。 
１）長崎県の地質と地史 
長崎県における地質の種類と分布、地史を説明する。説明では県内各地の地質、地形、災害、資

源、化石と鉱物などを理解する。 

 

 

 



 
２）長崎県における地質資源 

石炭は長崎県内では資源としての利用がないが、石炭資源の分布、石炭の採掘の歴史、炭鉱の

史跡としての活用、石炭を利用する火力発電などを説明する。 

波佐見や佐賀県有田地区の陶石の産出と利用について説明する。真珠岩の利用ついても説明する。

３）長崎市内の地質、石材の利用 

長崎市内と周辺での地質が露出するのは、崖、川床などで少ないが、小・中学校、高校などの

教材として利用について説明する。また、石垣、建築用資材、石碑などでの石材の利用について

解説する。 

長崎大学内でのいろいろな石材の岩石についても説明する 
 
平和 
長崎大学学生として、平和、そして戦争を考える一環として、原爆を大きく取り上げる。長崎大学

の前身のひとつである、長崎医科大学は甚大な被害を被った。また、大学本部の場所も、まさに被爆
地である。長崎大学に学ぶ学生には、是非、原爆に関する確かな知識を持ってもらいたいと願ってい
る。さらに、原爆のもっとも特徴である、放射線障害についても、その具体的な内容を学んでいただ
きたい。加えて、放射線と私たちの生活の関わりや、国家エネルギーにおける原子力発電についても、
関心をもってもらいたく、概説を行いたい。液晶プロゼクターを用いて、これらについて、説明を行
う。 
１）原爆とは    

       原爆の開発にいたる科学と時代背景 
    原爆の医学的被害 

２）放射線とは   
       原爆における放射線 
    放射線が生体に与える影響 

３）放射線と私たちの暮らし 
       自然放射能 
    放射線の平和利用 

４）原子力発電を考える 
 
福祉・ボランティア 
社会福祉の変遷や福祉・医療の歴史的な意義、ならびに大学生あるいは社会人によるボランティア

活動としての社会貢献の可能性について、いくつか具体的なトピックをあげながら触れたい。 

スライドや液晶プロジェクターを用いた説明、実際のボランティア活動にかかわっている方々を招い
た講演、学生自身が自らの発想力を発揮するためのワークショップなどを併せて行う。 
１）高齢社会と医療・福祉の役割の変遷 

社会保障の発祥、福祉から医療の台頭、やがて福祉が医療に代わりつつある背景を理解する。 

２）NPO 法人を基盤とする患者・感染者への支援活動 

特定非営利活動法人 HIV と人権情報センターの主要な役割を担っているスタッフを招く。 

ボランティア活動の社会的役割を考える機会をもつ。 

３）阪神淡路大震災におけるボランティアの役割 

大学生あるいは社会人が大きな役割を担った災害時のボランティア活動が示唆するもの。 

平常時の自立した活動と判断力が緊急時の効果的な対応の鍵となる。 
 
 
各講義担当者へ質問等がある際には、それぞれ以下の連絡先を使用してください。 
新庄 ℡849-7662 shinsho@net.nagasaki-u.ac.jp 
近藤 ℡819-2337 kondo-h@net.nagasaki-u.ac.jp 
関根 ℡849-7105 sekine@net.nagasaki-u.ac.jp 
 
 
 

 


